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北海道「介護事業所業務改善モデル支援事業」に応募したきっかけ

親からの事業承継によって突然経営者に・・・

無我夢中で8年間走り続けてきて、改善の手ごたえはあるものの

やってきたことが合っていたのだろうかとの疑問も出てきました

外部専門家のお力を借りて、

自分達がやってきたことの答え合わせと、

更に魅力ある施設づくりに前向きに取り組みたいと思ったことが、

本件に応募したきっかけです。



業務改善活動へのアプローチ

現状分析１

課題抽出２

課題解決策の検討3

課題解決策の実行4

効果測定・修正等5

外部専門家に
よる伴走支援 PDCAサイクルによ

る業務改善行動の
自走を目指すこと
をゴールに設定



現状分析① 役職員インタビューの実施

現状分析１

役職員インタビュー

会議体への外部専門家の参加

役職員アンケートの実施

役職員8名に外部専門家によるインタビューを実施しました。

経営全般等概ね問題ないとの評価でしたが、キャリアアップ志向が弱いことや労働環境

（特に休憩時間）に対する、役職員の生の声を聞くことができました。

リーダー・ユニット・スキルアップ各会議に外部専門家に参加いただきました。活発な

討議がなされており、会議として機能しているとの評価でしたが、資料作成労力の削減

余地や、キャリアアップを目指す動機付けの不足等沢山の気づきをいただきました。

役職員全員にアンケートを実施しました。（回答15名、回答率68％）

やりがいや対人関係等は高い評価の一方で、キャリアアップ志向や休憩時間については

評価×となりました。また、対応の必要性や優先度等も明示いただきました。



リーダー会議
ユニット会議で討議

課題抽出・課題解決策の検討

課題抽出２ 課題解決策の検討3

【課題2】キャリアアップ志向の改善

①人事評価制度の機能回復

②手順書作成（キャリアアップ要素含む）

③中期ビジョンの策定

【課題1】労働環境(特に休憩時間)の改善

①休憩しなくても良いという思考・発言

を禁止

②休憩チェック表作成

③職員の声かけ（相互牽制）

インタビュー・アンケート結果、
会議体評価を基に

討議風景

何度も、

何度も、

真剣な

議論を

重ねました



 朝の申し送り時に、当日の休憩時間を宣言
 ユニット毎の休憩チェック表に記入して、
職員で共有。

 経営・管理者・主任でチェックを実施

課題解決策の実行①

課題解決策の実行【課題1】4

休憩出来なくも仕方ないという思考・発
言を禁止

休憩チェック表の作成

職員の声掛け（相互牽制）

 これまで聞かれていた『休憩できなくても
仕方がない』という思考・発言を禁止。

 休憩時間となったら、原則休憩場所に向か
う習慣付け。

 休憩に行っていない人に声掛け。
 今回は実施していなが、早番・日勤・遅番
で制服を色分けして、居てはダメな人がす
ぐわかる仕組み等の案も出た。

みんな忙しそうだか
ら休憩しずらい

休憩がとれなくて
も仕方がない

という考え方・
発言はすべて

休憩時間チェック表



課題解決策の実行②

課題解決策の実行【課題2】4

継続できる人事評価制度の導入

手順書（キャリアパス含む）を作成

中期ビジョン策定

 期中評価主体。毎月10分の1on1面接重視。
 評価の簡素化（継続できる仕組）
 当面は昇給・賞与に非連動。
 常に期待されているという動機づけ。

 業務毎に細分化。意義や理由も付記。
 人員入替時の育成時間にも有効。
 理念やビジョンに基づき常にブラッシュ
アップを継続。

 理念・行動指針は素晴らしい内容だが利用
者向けの現状。

 職員・職場に対するメッセージも盛り込ん
だ中期ビジョンを策定予定。

 中期的な定性・定量目標。(利用者・従業員
アンケートの向上）

手順書人事評価シート



効果測定・修正等

効果測定・修正等５

介護サービスにおけ
る生産性向上のため
の7つの取組

①職場環境の整備

②業務の明確化と役割分
担

③手順書の作成

④記録・報告様式の工夫

⑤情報共有の工夫

⑥OJTの仕組みづくり

⑦理念・行動指針の徹底

当施設での取組

【課題1】
労働環境(特に休憩時間)
の改善

① 「休憩はとれなくて
も仕方ない」という
考え・発言の排除

② 休憩時間チェック表

【課題2】
キャリアップ志向の改善

① 人事評価機能回復
② 手順書(キャリアパス
含む)作成

③ 中期ビジョン(定性・
定量)策定

生産性向上の取組
成果（目指すべき

目標）

①質の向上(上位目標）
業務の改善活動を通じ
て、直接な利用者ケア
に関係する業務時間の
割合増加を目指す。

⇒利用者満足度の向上

②量的な効率化
業務の改善活動を通じ
て、人材育成の時間の
捻出による更なる質の
向上や時間外労働の削
減等働き方を見直す。

⇒職員のやりがい向上、
法人として収益改善

魅力ある
施設

利用者

役職員



ご清聴
ありがとう
ございました


